
ポリシーとガイドラインを軌道に乗せ、より正
確なデータ活用を実用化するためには、定
めたルールを守る仕組みやチェックできる仕
組みの構築が必要です。学内外の教職員
が共通認識の下で研究データを扱えるよう、
データガバナンスの運用体制構築を支援。
適切かつ継続的な運用を通して、大学DX
の加速に貢献します。

ポリシーを具現化するためには、研究データの
取り扱いガイドラインが欠かせません。研究
者はもちろん、学内のすべての関係者が、
正しくデータを扱えるように、強固なセキュリ
ティ、データの品質、研究プロセスの信頼性、
効率性、データ活用の倫理性などを踏まえ、
利用から運用までを網羅したガイドラインの
確立を支援します。

研究データが適切に管理できれば、検索、
収集、整理、保存、利活用が効率化される
だけでなく、技術と人の関係性の可視化から
研究者同士の交流を活性化。新たな価値
創出につながります。研究機関における
研究データの安全かつ有効な活用に向けて、
管理ポリシー導入を支援します。

研究データの管理ポリシー策定で、
新たな価値創出に貢献

ポリシーの具現化に向けて、迷わず
使えるガイドライン確立を支援

オープンサイエンスの加速に向けて、
研究データ管理のポリシー策定と、ガイドライン整備を支援

研究データガバナンス策定支援コンサルティング

データガバナンスの運用体制
構築で、大学DXの加速に貢献
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研究活動を支える根幹である研究データは、学内において
は研究者の利便性のみならず、研究の健全性や公正さの
維持、オープンサイエンスの推進など、さまざまな要求と期待
に合わせて管理/公開する必要があります。学外においては、
科学技術の発展やイノベーション力の強化に向け、各大学が
グローバルに「知」の交流を図っています。しかしながら日本の
研究機関ではデータ管理に対する考え方が盤石ではない
ため、技術流出のリスクが顕在化しています。研究データの
管理、保存、共有に関しては国も、 「 リスクを認識した研究
マネジメントを行うことが必要となる。」と指針 ※を 示している
ことから、研究データの管理/公開に関するガバナンスの整備
が急務となっています。
日立コンサルティングでは、大学や国研、民間の研究機関
で培ってきたノウハウを生かし、研究データの管理ポリシーや
実施方針の策定からガバナンスの確立、その運用を担う
体制の整備までを支援。日本の研究や技術発展に寄与
するオープンサイエンスの加速に向けて、安全で効率的な
管理下でのデータ活用を通して大学DXの促進に貢献します。
※「第6期科学技術・イノベーション基本計画」(内閣府)を参照

https://www8.cao.go.jp/cstp/kihonkeikaku/6honbun.pdf


〒102-0083 東京都千代田区麹町2-4-1 麹町大通りビル11F 電話番号（代表）：03-6779-5500
https://www.hitachiconsulting.co.jp/

教育DX
学生ニーズへの対応

研究DX
社会との連携強化

研究データポリシー策定からガバナンス確立までの推進プロセス
研究データを核とした大学DXの推進に期待が寄せられていますが、大学における研究データの管理やデータポリシーの策定は新しい試みであることから、検討
する組織がないケースが散見されます。研究者が安心して研究に集中するためにも、またオープンサイエンスを加速し、日本主導で研究から価値を創出
するためにも、大学DX推進の基盤づくりが求められています。日立コンサルティングは、産学連携のオープンイノベーションで得た知見を活用し、ポリシーの策定
からガバナンスの確立までを一貫して支援。大学同士の連携も視野に入れた大学DXの推進に貢献します。

ポリシーはあるが、実施方針やガイドラインがないため、実用化のめどが立たない。

具体的な運用体制が検討できていない。

既存のポリシーを見直す必要があると考えている。

STEP 1

研究データ管理
ポリシーの策定
（約2カ月）

研究データ管理ポリシー策定に向けた検討
現状の把握
•大学のめざす研究データ管理のあり方を議論
•教職員の、研究データの管理/公開に対する意識や
確認を目的としたアンケートまたはヒアリングの実施

•研究データ管理・公開状況の傾向やニーズを分析

研究データ管理ポリシーの策定
• 弊社が作成したポリシーをベースに、 4、5回程度、
関係者と意見交換、ヒアリングを実施

• 項目の過不足を確認後、大学の規定や研究状
況に照らし合わせて、必要な事項を議論

• 意見交換の結果を研究データ管理ポリシーと
同テンプレートに反映

STEP 2

研究データ管理
ガイドラインの策定
（約2カ月）

ガイドライン策定に向けた検討
検討内容、方法の整理
• 大学の実態に合わせて、詳細な規定の検討が必要な
項目（ガイドライン対象者の定義や、データの所有権
など）を抽出

• ワーキンググループの招集、学内での検討方法を整理

意見交換の実施
• 弊社が作成したガイドラインテンプレートをベースに、
関係者との意見交換、検討打ち合わせ（ヒアリングを
含む）を10回程度実施

• 必要に応じて、検討している策定メンバー以外の
意見を確認するため、ガイドライン案をもとに、ヒアリング
やアンケートを実施

• 意見交換の結果を研究データ管理ガイドラインのテン
プレートに反映

STEP 3

ガバナンス体制の構築

ガバナンス体制の構築に向けた検討

組織体制の検討
• 研究データ管理ポリシーおよび同ガイドラインで定めた、
大学が支援する内容を基に、運営体制が担うべき
機能、必要な職務内容を整理

• 必要な人財を確保する方法を検討

データ管理基盤の検討
• ガイドライン案を基に必要な機能/非機能要件
（必要となるデータ管理方式や、アクセスコントロールの
設定など）を整理

• 基盤の構築方法（既存クラウドの利用か独自
構築か）を検討

大学DXへの展開

・ 「データ駆動型アプローチ」によるデータ利活用を促進できる組織の実現
・ 全員が必要なときに必要なデータにアクセスし、有効活用できる環境を整備
・ データでつながる「コネクテッドサービス」を実現

研究の

高度化・効率化

学生・社会人

包括的サポート

大学全体の持続的な
成長と発展

運営DX
競争力の維持と強化

イノベーションの促進

こんなお客さまにお勧めします
研究データの取り扱いポリシーやガイドラインなどを検討する必要があるが、何から手を付けていいか分からない。

検討時には他大学の動向も考慮したい。

大学内の規程を踏まえたポリシーやガイドラインを検討したい。

教育事務

自動化と拡大
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